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バ
イ
オ
ミ
メ
テ
ィ
ッ
ク
ス
（B

io
m
i-

m
etics

）
と
は
、
�
生
体
や
自
然
（
バ
イ

オ
）
�
を
�
模
倣
（
ミ
メ
テ
ィ
ッ
ク
）
�

す
る
科
学
技
術
の
こ
と
で
す
。
実
は
、
自

然
か
ら
学
ん
だ
知
識
を
社
会
生
活
に
役
立

て
よ
う
と
い
う
取
り
組
み
は
古
く
か
ら
行

わ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
製
品
や
技
術
の
中
に

応
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
環
境
汚

染
物
質
を
太
陽
光
に
よ
っ
て
分
解
す
る

「
光
触
媒
」
は
光
合
成
の
原
理
を
応
用
し
た

も
の
、
ま
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
使
用
さ
れ

る
Ｃ
Ｐ
Ｕ
な
ど
は
人
間
の
脳
の
働
き
を
真

似
た
も
の
だ
と
言
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
バ
イ
オ
ミ
メ
テ
ィ
ッ
ク

ス
の
概
念
そ
の
も
の
は
以
前
か
ら
存
在
し

て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
は
そ
れ
ぞ
れ

の
学
問
領
域
で
独
立
し
て
研
究
が
行
わ
れ
、

お
互
い
の
交
流
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
同
志
社
大
学
で
は
、
二
〇
〇
三
年

四
月
、
バ
イ
オ
ミ
メ
テ
ィ
ッ
ク
ス
を
学
問

的
に
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
社
会
ニ
ー

ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
優
秀
な
研
究

者
・
技
術
者
を
育
成
す
る
た
め
に
「
バ
イ

オ
ミ
メ
テ
ィ
ッ
ク
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を

開
設
。「
化
学
」「
機
械
工
学
」「
知
識
工
学
」

の
そ
れ
ぞ
れ
三
グ
ル
ー
プ
の
研
究
班
が
、

こ
れ
ま
で
の
学
問
領
域
の
枠
組
み
を
超
え

た
横
断
的
な
共
同
研
究
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
す
で
に
い
く
つ
か
の
特
許
申
請
を

行
う
な
ど
、
そ
の
活
動
成
果
は
着
実
に
表

れ
て
い
ま
す
。

■
生
体
模
倣
化
学
班

生
体
模
倣
化
学
班
の
取
り
組
み
は
、
生

体
が
持
っ
て
い
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
や
タ
ン
パ
ク
質
、

さ
ま
ざ
ま
な
触
媒
機
能
に
注
目
し
、
そ
の

優
れ
た
シ
ス
テ
ム
を
新
し
い
技
術
分
野
に

生
か
そ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
人
工
酵
素

や
人
工
分
子
の
応
用
研
究
を
行
う
ほ
か
、

生
体
模
倣
知
識
工
学
班
と
の
連
携
に
よ
っ

て
タ
ン
パ
ク
質
チ
ッ
プ
の
開
発
な
ど
に
も

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
将
来
の
科
学
技

術
を
担
う
と
い
わ
れ
る
「
ゲ
ノ
ム
ミ
メ
テ

ィ
ッ
ク
ス
」
が
、
同
志
社
大
学
の
研
究
教

育
機
関
と
し
て
生
ま
れ
た
意
義
は
非
常
に

大
き
い
と
思
い
ま
す
。
バ
イ
オ
ミ
メ
テ
ィ

ッ
ク
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
て
、
こ

れ
か
ら
ゲ
ノ
ム
分
野
の
研
究
が
ど
ん
ど
ん

と
進
ん
で
い
く
で
し
ょ
う
。

■
生
体
模
倣
機
械
工
学
班

例
え
ば
、
�
ヘ
ビ
�
は
浸
透
圧
の
熱
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換
し

て
、
非
常
に
少
な
い
力
で
効
率
よ
く
移
動

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
生

物
の
骨
や
筋
肉
、
運
動
制
御
シ
ス
テ
ム
を

解
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
し
い
産
業

や
技
術
を
創
出
し
よ
う
と
い
う
研
究
で
す
。

生
体
模
倣
機
械
工
学
班
で
は
、
主
に
生
物

の
ソ
フ
ト
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
ー
（
も
の
を

動
か
す
仕
組
み
）
に
焦
点
を
合
わ
せ
、
人

間
の
腕
や
指
の
し
な
や
か
な
動
き
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
で
解
析
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

新
た
に
研
究
者
を
本
学
に
迎
え
、
医
学
的

見
地
か
ら
人
工
骨
や
人
工
内
臓
の
研
究
に

取
り
組
ん
で
も
ら
う
予
定
で
す
。

■
生
体
模
倣
知
識
工
学
班

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
と
い
う
の

は
、
も
と
も
と
バ
イ
オ
ミ
メ
テ
ィ
ッ
ク
ス

の
発
想
か
ら
生
ま
れ
た
学
問
で
す
。
生
体

模
倣
知
識
工
学
班
で
は
、
脳
が
持
っ
て
い

る
優
れ
た
情
報
処
理
能
力
に
注
目
。
脳
の

神
経
系
の
構
造
と
動
き
を
解
明
し
て
、
単

純
で
効
率
的
な
信
号
処
理
シ
ス
テ
ム
（
人

工
脳
）
の
開
発
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
次
世
代
型
の
高
性
能
並
列
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
を
使
っ
て
、
Ｘ
線
解
析
で
は
難
し
か

っ
た
タ
ン
パ
ク
質
の
構
造
解
析
を
行
う
な

ど
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
と
化
学

自
然
か
ら
学
ん
だ

知
識
を
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
へ
と
発
展

特集

同志社大学
バイオミメティックス
研究センターについて
加納　航治
バイオミメティックス研究センター長（同志社大学工学部機能分子工学科教授）
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領
域
を
融
合
さ
せ
た
「
バ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ

ー
マ
テ
ィ
ッ
ク
ス
」
の
確
立
に
も
力
を
注

い
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
人
材
育
成
・
国
際
交
流

バ
イ
オ
ミ
メ
テ
ィ
ッ
ク
ス
研
究
セ
ン
タ

ー
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
定
期
的
に
開
催
す

る
な
ど
、
企
業
と
大
学
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ッ
チ
ン
グ
に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
ま

た
、
バ
イ
オ
ミ
メ
テ
ィ
ッ
ク
ス
研
究
の
先

進
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
な
ど
か
ら
研

究
者
を
迎
え
て
外
国
人
講
演
会
を
開
く
な

ど
、
海
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
大
学
研
究
機
関

と
の
連
携
・
共
同
研
究
を
視
野
に
入
れ
な

が
ら
国
際
的
な
活
動
を
展
開
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ス
ト

ラ
ス
ブ
ル
ク
大
学
を
中
心
に
、
バ
イ
オ
ミ

メ
テ
ィ
ッ
ク
ス
研
究
の
大
き
な
ク
ラ
ス
タ

ー
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
は

国
境
や
学
問
領
域
を
超
え
て
、
優
秀
な
人

材
が
た
く
さ
ん
集
ま
り
、
新
し
い
産
業
や

技
術
を
創
出
す
る
原
動
力
と
な
っ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
生
物
・
化
学
と
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
が
融
合
し
て
「
バ
イ
オ

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ッ
ク
ス
」
と
い
う
学

問
が
生
ま
れ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
学

問
体
系
の
境
界
領
域
に
新
し
い
学
問
が
生

ま
れ
る
素
地
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。
同

志
社
大
学
の
バ
イ
オ
ミ
メ
テ
ィ
ッ
ク
ス
研

究
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
、
化
学
や
工
学
、

医
学
、
生
物
学
な
ど
各
分
野
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
が
連
携
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な

共
同
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
日
本

国
内
は
も
ち
ろ
ん
、
ア
ジ
ア
の
拠
点
と
な

る
よ
う
な
社
会
性
の
あ
る
研
究
・
情
報
発

信
を
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度

同
志
社
大
学
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

特集 ■ 同志社大学バイオミメティックス研究センターについて

バ
イ
オ
ミ
メ
テ
ィ
ッ
ク
ス
研
究
の

ア
ジ
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拠
点
を
目
指
し
て
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班

加
納
航
治
教
授
（
工
学
博
士
、
セ
ン
タ
ー
長
）

超
分
子
化
学
、
分
子
認
識
、
人
工
酵
素
　

太
田
哲
男
教
授
（
工
学
博
士
、
班
長
）

有
機
合
成
、
不
斉
合
成
　

船
引
卓
三
客
員
フ
ェ
ロ
ー
（
工
学
博
士
）

生
物
無
機
化
学
、
人
工
酵
素
　

伊
吹
和
泰
教
授
（
理
学
博
士
）

物
理
化
学
、
拡
散
過
程
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

伊
藤
嘉
彦
客
員
教
授
（
工
学
博
士
）

有
機
合
成
、
有
機
金
属
　

小
寺
政
人
教
授
（
工
学
博
士
）

生
物
無
機
化
学
、
人
工
酵
素
　

近
藤
和
生
教
授
（
工
学
博
士
）

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
生
物
化
学
工
学

松
本
道
明
教
授
（
工
学
博
士
）

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
生
物
化
学
工
学

水
谷
義
教
授
（
工
学
博
士
）

分
子
認
識
、
ゲ
ノ
ム
化
学

塚
越
一
彦
教
授
（
工
学
博
士
）

分
析
化
学
、
生
体
模
倣
分
析
化
学
　

上
野
正
勝
教
授
（
理
学
博
士
）

物
理
化
学
、
高
圧
溶
液
化
学
　

山
下
正
和
教
授
（
工
学
博
士
）

有
機
合
成
、
環
境
化
学

生
体
模
倣
機
械
工
学
班

横
川
隆
一
教
授
（
工
学
博
士
、
班
長
）

力
学
運
動
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ロ
ボ
ッ
ト
工
学

井
上
望
客
員
フ
ェ
ロ
ー
（
医
学
博
士
）

人
工
臓
器
、
人
工
骨

田
坂
明
政
教
授
（
工
学
博
士
）

電
気
化
学
、
フ
ッ
素
化
学

田
谷
稔
客
員
フ
ェ
ロ
ー
（
工
学
博
士
）

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
ー
、

バ
イ
オ
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
ー

生
体
模
倣
知
識
工
学
班

力
丸
裕
教
授
（
工
学
博
士
、
班
長
）

聴
覚
生
理
　

廣
安
知
之
助
教
授
（
工
学
博
士
）

バ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ッ
ク
ス

河
岡
司
教
授
（
工
学
博
士
）

人
工
知
能

三
木
光
範
教
授
（
工
学
博
士
）

バ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ッ
ク
ス

下
原
勝
憲
客
員
フ
ェ
ロ
ー
（
工
学
博
士
）

人
工
脳

渡
部
広
一
助
教
授
（
工
学
博
士
）

人
工
知
能

「バイオミメティックス研究センター」の研究メンバー

加
か

納
のう

航
こう

治
じ

同志社大学工学部機能分子工学科　教授
バイオミメティックス研究センター長
専門分野は、生物有機化学、分子間相互作用、
超分子化学など。
日本化学会近畿支部支部長、日本化学会生体機
能関連化学部会長などの要職を歴任する傍ら、
「シクロデキストリン超分子化学」の第一人者
として、これまでに150編以上の学術論文を
発表。その独自で鋭い研究内容は評価が高い。
昨年4月にはバイオミメティックス研究センタ
ーを立ち上げ、センター長に就任。学問領域を
超えた横断的な研究によって、新しい化学分野
の開拓に努めている。

学際領域としてのバイオミメティックス

Biomimetic
Chemistry

Bioinspired
Mechanics

Bioinformation

A B

C

B:人工酵素とバイオインフォーマティックス�
   ゲノム科学とホモロジー解析�
   分子認識と感覚生理�

A:化学反応のアクチュエーターへの応用�
   ハイドロゲルのアクチュエーターへの応用�
   バイオミネラリゼーションと人工骨�

C:人工知能と知能ロボット�
   聴覚生理と骨導シミュレーション�
   人体運動のコンピュータシミュレーション�

化学�
人工酵素、ゲノム化学、�
センシング化学、�
バイオミネラリゼーション�

機械工学� 情報科学�
ロボット工学、人工器官、�
インテリジェント・アクチュエーター�

人工知能、人工脳、�
バイオインフォーマティックス�

Biomimetic
Chemistry

Bioinspired
Mechanics Bioinformation

バイオミメティックスの概念図� バイオミメティックスの学問領域�

（センター長・班長以外のメンバーはアルファベット順）
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生物や自然から学んだメカニズムを新しい技術開発へと結びつけるた

めに、2003年4月に開設された同志社大学「バイオミメティックス研

究センター」。これまでの学問領域を超えた横断的な研究によって、さ

まざまな産業化の可能性が開けようとしている。今回は、生体模倣化

学班、生体模倣機械工学班、生体模倣知識工学班のそれぞれの班長に、

研究センターの魅力と将来展望などについて伺った。

生
体
模
倣
化
学
班

太
田
哲
男
班
長

同
志
社
大
学
工
学
部
機
能
分
子
工
学
科
教
授

―
―
　
生
体
模
倣
化
学
班
で
は
、
主
に
ど

の
よ
う
な
研
究
を
さ
れ
て
い
る
の
で
す

か
？

太
田

生
体
内
の
酵
素
や
触
媒
の
働
き
に

学
ぼ
う
と
い
う
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
あ
る
微
生
物
の
生
体
内
で
は

「
メ
タ
ン
モ
ノ
オ
キ
シ
ゲ
ナ
ー
ゼ
」
と
い
う

酵
素
の
働
き
に
よ
っ
て
、
メ
タ
ン
を
メ
タ

ノ
ー
ル
に
酸
化
す
る
反
応
が
行
わ
れ
て
い

る
の
で
す
が
、
こ
れ
は
人
工
的
に
行
う
こ

と
が
な
か
な
か
難
し
い
の
で
す
。
そ
こ
で
、

メ
タ
ン
モ
ノ
オ
キ
シ
ゲ
ナ
ー
ゼ
が
ど
の
よ

う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
酸
化
反
応
を
行
っ
て

い
る
の
か
を
解
明
し
て
、
簡
単
な
方
法
で

特集インタビュー：研究班長に聞く
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メ
タ
ノ
ー
ル
を
大
量
生
産
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

―
―

�
ポ
ス
ト
Ｄ
Ｎ
Ａ
�
の
研
究
に
も
注

目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
ね
。

太
田

�
ポ
ス
ト
Ｄ
Ｎ
Ａ
�は
、
タ
ン
パ
ク

質
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
ん
で
す
。
私
た
ち

は
、
生
体
模
倣
知
識
工
学
班
と
連
携
し
な

が
ら
、
高
性
能
並
列
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
タ

ン
パ
ク
質
の
構
造
を
三
次
元
解
析
し
て
、

タ
ン
パ
ク
質
チ
ッ
プ
の
設
計
に
生
か
そ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
、
狂
牛

病
の
原
因
で
あ
る
プ
リ
オ
ン
な
ど
、
タ
ン

パ
ク
質
が
病
気
を
引
き
起
こ
す
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
解
明
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

―
―
　
す
で
に
い
く
つ
も
の
特
許
申
請
を

さ
れ
る
な
ど
、
研
究
成
果
は
生
ま
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
ね
。

太
田

例
え
ば
、
メ
タ
ン
を
メ
タ
ノ
ー
ル

に
変
換
す
る
研
究
で
は
、
ユ
ニ
ー
ク
な
化

学
反
応
が
い
く
つ
か
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
酵
素
・
触
媒
反
応
と
、
生
体
内

で
行
わ
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
セ
ン
シ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
と
を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
っ
た
く
新
し
い
化
合

物
（
薬
や
農
薬
の
原
料
）
が
生
ま
れ
る
可

能
性
も
あ
る
の
で
す
。
個
性
的
な
ス
タ
ッ

フ
が
豊
富
に
揃
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
今
後

の
研
究
に
私
自
身
も
注
目
を
し
て
い
る
ん

で
す
よ
。

生
体
模
倣
機
械
工
学
班

横
川
隆
一
班
長

同
志
社
大
学
工
学
部
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
械
工
学
科
教
授

―
―

生
体
模
倣
機
械
工
学
班
で
は
、
主
に

ど
の
よ
う
な
研
究
を
さ
れ
て
い
る
の
で
す

か
？

横
川

モ
ノ
を
作
る
と
き
に
は
、
そ
れ
が

ど
の
よ
う
な
目
的
で
使
わ
れ
る
の
か
を
記

し
た
「
設
計
仕
様
書
」
と
い
う
も
の
が
必

ず
あ
り
ま
す
。
生
物
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
も
、

生
体
内
の
酵
素
や
触
媒
機
能
を
応
用

生
体
の
設
計
仕
様
書
を
解
明
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こ
の
設
計
仕
様
書
が
あ
る
は
ず
だ
と
い
う

の
が
私
の
考
え
方
で
す
。
例
え
ば
、
手
と

い
う
の
は
握
手
を
す
る
た
め
に
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
、
そ
れ
と
も
武
器
を
持
つ
た
め

に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ど
う
し
て
手
が

こ
の
よ
う
な
形
に
決
め
ら
れ
た
の
か
を
解

明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
物
の
設
計
仕

様
書
の
ほ
ん
の
一
部
で
も
垣
間
見
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

―
―

「
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
ー
」
と
い
う
の

が
、
研
究
の
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ

て
い
ま
す
が
。

横
川

「
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
ー
」
と
い
う

の
は
、
腱
が
筋
肉
を
引
っ
張
っ
て
動
か
す

仕
組
み
の
こ
と
で
す
。
腕
や
指
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
調
べ
て
み
る
と
、
一
見
、
無
駄
と

思
え
る
よ
う
な
腱
や
筋
肉
が
た
く
さ
ん
存

在
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な

働
き
を
し
て
い
る
か
を
解
明
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
新
し
い
「
バ
イ
オ
ア
ク
チ
ュ
エ

ー
タ
ー
」
の
よ
う
な
も
の
が
生
ま
れ
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―

新
産
業
・
新
技
術
の
創
出
に
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。

横
川

そ
う
で
す
ね
。
例
え
ば
、
人
間
の

指
の
滑
ら
か
な
動
き
を
う
ま
く
表
現
す
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
高
齢
者
を
優
し
く
抱

え
て
く
れ
る
よ
う
な
新
し
い
介
護
ロ
ボ
ッ

ト
が
開
発
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
ー
以
外
に
も
、
人
工
骨

や
人
工
臓
器
な
ど
バ
イ
オ
マ
テ
リ
ア
ル
の

研
究
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
化
学
的
な
見

地
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
生
体
メ
カ
ニ
ズ
ム
の

解
明
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
学
問
領
域

を
超
え
た
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
な
研
究
に
よ

っ
て
、
新
し
い
技
術
を
開
発
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

生
体
模
倣
知
識
工
学
班

力
丸
裕
班
長

同
志
社
大
学
工
学
部
知
識
工
学
科
教
授

―
―

生
体
模
倣
知
識
工
学
班
で
は
、
主
に

ど
の
よ
う
な
研
究
を
さ
れ
て
い
る
の
で
す

か
？

力
丸
　
生
物
の
脳
と
い
う
の
は
、
通
常
の

パ
ソ
コ
ン
の
三
〇
〇
万
分
の
一
と
い
う
遅

い
処
理
能
力
に
も
関
わ
ら
ず
、
非
常
に
体

系
的
で
ま
と
ま
っ
た
情
報
処
理
能
力
を
持

っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
脳
の
神
経
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
心
理
学
や
生
理
学
、
行
動
学
な

ど
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
解
明
し
て
、
単
純

か
つ
効
率
的
な
信
号
処
理
シ
ス
テ
ム
を
開

発
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―

神
秘
的
な
脳
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明

す
る
こ
と
で
、
新
し
い
可
能
性
が
生
ま
れ

そ
う
で
す
ね
。

力
丸
　
例
え
ば
、
聞
き
取
り
に
く
い
言
葉

や
音
楽
で
も
、
何
度
か
聞
き
直
し
て
い
る

う
ち
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
ね
。

そ
れ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
、
脳
の
中
に
新
た
な

神
経
回
路
が
で
き
あ
が
る
か
ら
で
す
。
こ

う
し
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
利
用
す
れ
ば
、
聴

覚
障
害
者
な
ど
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
音
声

を
伝
え
る
仕
組
み
が
構
築
で
き
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
企
業
と
の
連
携
を
視
野
に
入

れ
な
が
ら
、
障
害
者
用
の
知
覚
訓
練
装
置

の
開
発
に
も
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

―
―

「
バ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ッ
ク

ス
」
が
新
し
い
学
問
領
域
と
な
り
そ
う
で

す
ね
。

力
丸
　
同
志
社
大
学
に
は
、
世
界
で
も
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
の
演
算
性
能
を
誇
る
超
高
性

能
並
列
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
Ｉ
Ｔ
技
術
と
バ
イ
オ
技
術
を
融
合

さ
せ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
タ
ン
パ
ク
質
チ
ッ

プ
や
Ｄ
Ｎ
Ａ
チ
ッ
プ
、
人
工
知
能
な
ど
を

開
発
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。「
バ
イ
オ
イ

ン
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ッ
ク
ス
」
は
、
同
志
社

大
学
な
ら
で
は
の
強
み
を
生
か
し
た
特
徴

的
な
研
究
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

神
秘
的
な
脳
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
メ
ス

特集 ■ 研究班長に聞く　同志社大学バイオミメティックス研究センターの魅力と可能性

専
門
分
野
は
、
知
能
機
械
学
・
機
械
シ
ス
テ
ム
、
機
械
力

学
・
制
御
。

人
間
の
手
や
指
の
動
き
を
解
析
し
応
用
す
る
こ
と
で
、
社

会
生
活
を
豊
か
に
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
力

を
注
ぐ
。
ロ
ボ
ッ
ト
が
単
独
で
作
業
す
る
の
で
は
な
く
、

人
間
に
歩
み
寄
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
の

思
想
は
、
国
際
会
議
な
ど
で
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

バ
イ
オ
ミ
メ
テ
ィ
ッ
ク
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
筋
肉
の

動
き
に
注
目
し
た
「
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
ー
」
の
研
究
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

専
門
分
野
は
、
合
成
化
学
、
有
機
工
業
化
学
。
野
依
良

治
氏
が
二
〇
〇
一
年
度
の
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
す
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
光
学
活
性
触
媒
「
ル
テ
ニ
ウ
ム
・
バ

イ
ナ
ッ
プ
」
を
共
同
で
研
究
。
国
際
的
に
そ
の
名
が
認
め

ら
れ
た
。
バ
イ
オ
ミ
メ
テ
ィ
ッ
ク
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
生
か
し
、
新
酵
素
・
新
触
媒
の

開
発
を
目
指
し
て
い
る
。

専
門
分
野
は
、
神
経
科
学
。
ま
だ
ま
だ
未
解
明
部
分
が
多

い
脳
の
不
思
議
を
研
究
。
生
理
・
心
理
・
行
動
学
手
法
を

用
い
て
、
脳
内
知
覚
情
報
処
理
機
構
の
解
明
に
力
を
注
ぐ
。

バ
イ
オ
ミ
メ
テ
ィ
ッ
ク
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
音
声
や

音
楽
の
知
覚
、
生
物
ソ
ナ
ー
の
仕
組
み
を
取
り
入
れ
た
脳

の
言
語
処
理
シ
ス
テ
ム
や
多
元
セ
ン
サ
ー
の
研
究
を
推
進
。

国
際
会
議
で
の
講
演
の
機
会
も
多
く
、
脳
神
経
科
学
の
第

一
人
者
と
し
て
そ
の
取
り
組
み
に
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

太お
お

田た

哲て
つ

男お

同
志
社
大
学
工
学
部

機
能
分
子
工
学
科
　
教
授

バ
イ
オ
ミ
メ
テ
ィ
ッ
ク
ス
研
究
セ
ン
タ
ー

生
体
模
倣
化
学
班
長

横
川

よ
こ
が
わ

隆
一

り
ゅ
う
い
ち

同
志
社
大
学
工
学
部

エ
ネ
ル
ギ
ー
機
械
工
学
科

教
授

バ
イ
オ
ミ
メ
テ
ィ
ッ
ク
ス
研
究
セ
ン
タ
ー

生
体
模
倣
機
械
工
学
班
長

力
丸

り
き
ま
る

裕
ひ
ろ
し

同
志
社
大
学
工
学
部

知
識
工
学
科
　
教
授

バ
イ
オ
ミ
メ
テ
ィ
ッ
ク
ス
研
究
セ
ン
タ
ー

生
体
模
倣
知
識
工
学
班
長
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�
地
学
連
携
�
の
推
進
で
、
市
民
の
視
点
を

行
政
や
地
域
に
生
か
す
仕
組
み
を
研
究

同
志
社
大
学
大
学
院
総
合
政
策
科
学
研
究
科
教
授
／
総
合
政
策
科
学
研
究
科
長

新
川
　
達
郎

新川
にいかわ

達郎
たつろう

同志社大学大学院総合政策科学研究科教授
総合政策科学研究科長
専門分野は、行政改革の研究、情報政策に関す
る研究。行政における市民参加の研究の中で、
ＮＰＯセクターの役割に注目した取り組みを進
めている。大学院卒業以来、生やし続けている
というヒゲがトレードマーク。日本酒の魅力に
取りつかれ、今日もまた、うまい酒を求めて西
へ東に奔走する。

教
員
研
究
紹
介
［1］

地
域
社
会
に
根
ざ
し
た
ス
リ
ム
で
効
率
的
な
地
方
自
治
を
い
か
に
実
施
し
て

い
く
の
か
｜
。
地
方
分
権
、
行
政
改
革
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
る
中
で
、
話
題
性

の
あ
る
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
新
川
教
授
。
こ
れ
ま
で
の
行
政
の
仕
組

み
は
、
あ
ら
か
じ
め
予
算
や
法
律
を
決
め
て
、
そ
こ
に
資
源
を
集
中
的
に
投
入

す
る
と
い
う
�
投
入
中
心
主
義
�
だ
っ
た
。
し
か
し
、
新
川
教
授
は
「
た
だ
単

に
道
路
を
作
れ
ば
い
い
と
い
う
わ
け
で
な
く
、
そ
の
道
路
が
ど
れ
く
ら
い
の
人

の
需
要
に
応
え
て
い
る
か
、
ど
れ
く
ら
い
の
人
が
満
足
し
て
い
る
か
を
き
ち
ん

と
評
価
す
る
�
成
果
主
義
�
こ
そ
大
切
」
と
主
張
す
る
。

こ
う
し
た
行
政
評
価
の
考
え
方
は
、
国
の
各
省
庁
に
対
し
て
政
策
評
価
や
結

果
分
析
を
義
務
づ
け
た
「
政
策
評
価
法
」
が
施
行
さ
れ
て
以
降
、
広
く
一
般
に

浸
透
し
つ
つ
あ
る
。
新
川
教
授
は
、
大
阪
府
の
建
設
事
業
評
価
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
、
公
共
事
業
の
在
り
方
そ
の
も
の
の
見
直
し
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、

滋
賀
県
や
京
都
市
な
ど
で
は
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
政
策
評
価
の
基
準

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
。「
そ
れ
が
行
政
と
し
て
取
り
組
む
べ
き

事
業
な
の
か
、
コ
ス
ト
に
対
し
て
事
業
の
効
率
は
ど
う
か
、
地
域
性
が
生
か
さ

れ
て
い
る
か
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
地
方
自
治
体
の
合
理
化
を
検
討
し
て

い
ま
す
」。
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
事
業
の
ス
リ
ム
化
に
つ
な
が
っ
た
ケ
ー

ス
も
あ
り
、
�
学
�
と
�
公
�
の
一
つ
の
連
携
モ
デ
ル
と
し
て
大
き
な
注
目
を

集
め
そ
う
だ
。

も
う
一
つ
、
新
川
教
授
が
力
を
注
い
で
い
る
の
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
非
営
利
組

織
）・
市
民
活
動
を
地
域
社
会
の
中
に
広
げ
よ
う
と
い
う
取
り
組
み
だ
。「
例
え

ば
、
ア
メ
リ
カ
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
中
心
と
な
っ
て
、
古
い
建
物
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
て
比
較
的
低
価
格
な
住
宅
を
供
給
し
た
り
、
商
業
施
設
を
作
っ
た
り
と
、

産
・
官
・
民
一
体
型
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
利
益
を
目
的
に
し
な

く
て
も
、
色
々
な
社
会
活
動
が
で
き
る
と
気
づ
い
た
」
の
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
に

関
わ
る
き
っ
か
け
だ
っ
た
と
い
う
。

昨
年
三
月
、「
第
三
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
京
都
で
開
催
さ
れ
た
の
を

機
に
、
新
川
教
授
が
発
起
人
の
一
人
と
な
っ
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
世
界
水
フ
ォ

ー
ラ
ム
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
設
立
。
島
津
製
作
所
や
宝
酒
造
な
ど
在
京
企

�
投
入
主
義
�
か
ら
�
成
果
主
義
�
の
行
政
シ
ス
テ
ム
へ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
を
通
し
て
、
環
境
問
題
を
世
界
に
発
信
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教
員
研
究
紹
介
［1］

ジ
ェ
ク
ト
」
を
推
進
。
現
在
、
京
都
市
や
京
都
府
北
部
な
ど
三
百
カ
所
以
上
に

基
地
局
が
あ
り
、
利
用
者
も
二
千
人
を
超
え
て
い
る
と
い
う
。「
将
来
的
に
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
結
実
さ
せ
た
い
で
す
ね
」。
と
新
川
教
授
。

デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
（
情
報
格
差
）
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
今
、
情
報
技
術
を

地
域
社
会
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
Ｓ
Ｃ
Ｃ
Ｊ
の
取
り
組
み
に
期
待
が
高
ま

っ
て
い
き
そ
う
だ
。

新
川
教
授
と
大
学
院
新
川
ゼ
ミ
は
昨
年
一

年
間
、
富
山
県
黒
部
市
の
三
日
市
大
町
商
店

街
と
共
同
で
、「
魅
力
あ
る
商
店
街
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
に
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
研
究
を
実
施

し
て
き
た
。
同
商
店
街
が
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
Ｊ
の

「
み
あ
こ
ネ
ッ
ト
」
を
導
入
し
て
集
客
に
活
用

し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
い
う
。

売
上
げ
を
伸
ば
す
店
の
経
営
戦
略
や
販
売
手

法
を
分
析
す
る
う
ち
、
具
体
的
か
つ
総
合
的

な
振
興
プ
ラ
ン
も
見
え
て
き
た
。
こ
う
し
た

成
果
を
一
つ
の
糧
と
し
て
、「
今
後
は
、
実
際

の
フ
ィ
ー
ル
ド
の
中
に
飛
び
込
み
な
が
ら
、

地
域
特
性
を
生
か
し
た
提
言
を
行
っ
て
い
く

つ
も
り
で
す
」
と
話
す
。

二
十
一
世
紀
は
「
地
方
の
時
代
」
と
い
わ

れ
て
い
る
。
地
域
社
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性

を
発
信
し
て
い
く
た
め
に
、
大
学
と
地
域
社

会
が
知
恵
を
出
し
合
う
�
地
学
連
携
�
の
意

義
は
ま
す
ま
す
重
要
な
も
の
と
な
り
そ
う
だ
。

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
市
民
）、
企
業
（
ベ
ン
チ
ャ
ー
）、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
が
う
ま

く
機
能
し
合
っ
て
こ
そ
、
地
学
連
携
は
効
果

を
発
揮
す
る
の
で
す
」。
ま
さ
に
、
大
学
が
そ

の
橋
渡
し
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と

は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

業
の
理
解
と
協
力
を
得
て
、
水
環
境
に
つ
い
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
開
催
し
た
ほ
か
、
京
都
府
や
京
都
市
と
共
催
で
連
続
講
座
な
ど
に
も
取
り
組

ん
だ
。「
市
民
の
視
点
か
ら
、
意
義
深
い
発
言
が
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
」
と
、
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
成
果
を
強
調
す
る
。
今
年
九
月
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
は
一
つ
の
使
命
を
終
え
て
解
散
し
た
が
、
今
後
は
定
期
的
な
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
を
通
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と

い
う
。

そ
の
ほ
か
、
京
都
市
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
た
め
に
開
設
し
た
「
市
民
活
動
総
合
セ
ン
タ
ー
（
京
都
市
下
京
区
）」
の

運
営
に
も
力
を
注
い
で
い
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
立
ち
上
げ
に
関
す
る
相
談
か
ら
行
動

指
針
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
活
動
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
と
と
も
に
、
行
政
や
企

業
な
ど
と
の
橋
渡
し
に
も
努
力
し
て
い
る
と
い
う
。「
全
国
に
は
約
一
万
四
千

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
京
都
は
三
百
六
十
を
超
え
て
い
ま

す
。
京
都
に
お
け
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
は
地
域
社
会
の
中
で
大
き
な
役
割
を
担
い
つ

つ
あ
り
ま
す
」
と
新
川
教
授
は
自
信
を
深
め
る
。

新
川
教
授
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
新
た
な
活
動
形
態
と
し
て
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ

ネ
ス
」
を
提
唱
し
て
い
る
。「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
延
長
で
は
な
く
、
社
会
に
根

ざ
し
た
事
業
組
織
と
し
て
継
続
的
に
発
展
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま

す
」。
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
目
的
が
株
式
上
場
し
て
大
き
な
利
益
を
生
み

出
す
こ
と
に
あ
る
の
に
対
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
は
自
立
し
た
事
業
体

を
目
指
し
な
が
ら
も
、
公
益
性
・
社
会
性
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
に
特
徴
が
あ

る
。
こ
う
し
た
視
点
か
ら
企
業
化
さ
れ
た
の
が
、『
愛
き
も
の
株
式
会
社
』。
タ

ン
ス
に
埋
も
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
着
物
を
「
目
利
き
委
員
会
」
が
品
定
め

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
販
売
す
る
と
い
う
も
の
で
、「
京
都

の
大
切
な
資
産
で
あ
る
着
物
を
何
と
か
活
用
で
き
な
い
か
」
と
い
う
発
想
か
ら

生
ま
れ
た
の
だ
と
か
。
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
も
好
調
な
滑
り
出
し
で
、
着
物
需
要

の
掘
り
起
こ
し
に
一
役
買
っ
て
い
る
と
い
う
。

ま
た
、
新
川
教
授
が
理
事
を
務
め
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
日
本
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ

ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
（
Ｓ
Ｃ
Ｃ
Ｊ
）」
で
は
、
京
都
駅
や
大
学
キ

ャ
ン
パ
ス
、
商
店
街
な
ど
に
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
整
備
し
、
ア
ン
テ
ナ
の
届
く
範
囲

な
ら
ど
こ
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
高
速
接
続
で
き
る
「
み
あ
こ
ネ
ッ
ト
プ
ロ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
脱
却
し
、
社
会
性
の
あ
る
公
益
ビ
ジ
ネ
ス
を
確
立

二
十
一
世
紀
の
「
地
方
の
時
代
」
を
担
う
�
地
学
連
携
�

インテルと「みあこネット」地域運営の公衆無線ＬＡＮサービス普及に向け協力
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金
属
素
材
の
成
形
加
工
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が
あ

る
が
、
熱
を
加
え
な
い
常
温
材
料
を
金
型
で
圧
縮
成
形

す
る
方
法
を
「
冷
間
鍛
造
」
と
呼
ん
で
い
る
。
完
成
品

に
近
い
寸
法
形
状
に
加
工
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
反
面
、
鍛
造
す
る
と
き
に
金
型
や
素
材
に
大
き
な

荷
重
が
か
か
る
た
め
、
す
べ
て
の
加
工
工
程
に
お
い
て

精
密
か
つ
高
度
な
設
計
が
必
要
と
さ
れ
、
理
論
化
が
難

し
い
分
野
だ
と
言
わ
れ
て
き
た
。

こ
れ
ま
で
は
�
エ
キ
ス
パ
ー
ト
�
と
呼
ば
れ
る
技
術

者
が
、
自
分
た
ち
の
勘
と
経
験
に
基
づ
い
て
行
っ
て
い

た
が
、「
経
験
の
浅
い
設
計
者
で
も
、
ベ
テ
ラ
ン
と
同

じ
よ
う
な
工
程
設
計
が
で
き
な
い
か
」
と
考
え
た
の
が

片
山
教
授
。
成
形
加
工
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
あ

る
『
ア
カ
マ
ツ
フ
ォ
ー
シ
ス
株
式
会
社
』
と
の
産
学
連

携
に
よ
り
、
フ
ァ
ジ
ー
理
論
を
応
用
し
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
「
エ
キ
ス
パ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
」
を
開
発
し
た
。
会
社

に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
あ
ら
ゆ
る
加
工
事
例
を
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
熟
練
技
術
者
の
代
わ
り

を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
。「
こ
う

い
う
製
品
を
作
り
た
い
」
と
入
力
す
れ
ば
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
が
過
去
の
デ
ー
タ
を
参
考
に
し
な
が
ら
最
適
な
設

計
パ
タ
ー
ン
を
検
索
し
て
く
れ
る
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に

ぴ
た
り
と
符
合
し
た
も
の
が
な
く
て
も
、
似
た
よ
う
な

デ
ー
タ
か
ら
自
動
的
に
判
断
し
て
選
び
出
す
�
フ
ァ
ジ

ー
・
パ
タ
ー
ン
・
マ
ッ
チ
ン
グ
�
が
こ
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
特
徴
だ
。
冷
間
鍛
造
用
の
支
援
ソ
フ
ト
と
し
て
開

発
し
た
が
、
鋳
造
加
工
を
手
が
け
る
会
社
な
ど
か
ら
の

問
い
合
わ
せ
も
多
い
と
い
う
。「
モ
ノ
づ
く
り
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
と
し
て
後

継
者
育
成
に
も
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
片
山
教
授
は
期

待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
る
。

今
か
ら
約
三
年
前
、
片
山
教
授
は
こ
の
「
エ
キ
ス
パ

ー
ト
シ
ス
テ
ム
」
を
引
っ
さ
げ
て
、
大
阪
産
業
大
学
、

大
阪
工
業
大
学
の
教
授
ら
と
と
も
に
、
大
学
発
ベ
ン
チ

ャ
ー
『
株
式
会
社
ロ
バ
ス
ト
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
』

片山
かたやま

傳生
つた お

同志社大学工学部機械システム工学科教授
総合情報センター所長
主な専門分野は、複合材料の成形、鍛造工程の
設計など。「工学部はモノを作ってなんぼ」をモ
ットーに、企業ニーズに即応した研究開発を目
指す。面倒見のいい親分肌。ゼミ生を自宅に呼
んで、バーベキュー大会を開催するのが恒例行
事なのだとか。旨いもん好きの旅行好き。

大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
立
ち
上
げ
、

知
的
財
産
を
広
く
地
域
社
会
に
提
供

エ
キ
ス
パ
ー
ト
に
代
わ
っ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が

工
程
設
計

大
学
の
研
究
成
果
を
も
と
に

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
設
立

同
志
社
大
学
工
学
部
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科
教
授

片
山
　
傳
生

教
員
研
究
紹
介
［2］
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を
立
ち
上
げ
た
。「
大
学
の
知
的
財
産
を
広
く
地
域
社
会

に
還
元
す
る
一
つ
の
か
た
ち
が
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の

設
立
で
し
た
」
と
片
山
教
授
。
ロ
バ
ス
ト
に
は
、
�
優

秀
な
�
�
素
晴
ら
し
い
�
と
い
う
意
味
が
あ
る
と
い

う
。「
エ
キ
ス
パ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
」
の
ほ
か
に
も
、
一

〇
〇
nm
（
ナ
ノ
メ
ー
ト
ル
）
単
位
の
緻
密
精
度
で
鍛
造

用
素
材
の
開
発
を
支
援
す
る
「
Ｒ
Ｏ
Ｂ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
｜
Ｃ
Ｒ

Ｙ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｌ
」、
さ
ま
ざ
ま
な
構
造
物
の
変
形
や
応
力

を
的
確
に
解
析
す
る
「
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
Ｆ
Ｅ
Ｍ
」

な
ど
、
大
学
の
研
究
成
果
か
ら
生
ま
れ
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
を
販
売
。
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
成
形
加
工
分
野
の
解

析
・
設
計
業
務
の
受
託
や
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
も

行
っ
て
い
る
。

「
単
に
解
析
結
果
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、
な
ぜ

こ
の
よ
う
な
結
果
に
な
っ
た
の
か
、
ど
の
よ
う
に
応
用

す
れ
ば
い
い
の
か
と
い
う
こ
と
ま
で
ア
ド
バ
イ
ス
し
て

い
ま
す
」。
ロ
バ
ス
ト
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
で
解
析

が
難
し
い
案
件
に
つ
い
て
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用

し
て
他
大
学
の
研
究
室
を
紹
介
す
る
こ
と
も
あ
る
。
付

加
価
値
の
高
い
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
は
大
き
な
注

目
と
期
待
を
集
め
て
お
り
、
大
手
メ
ー
カ
ー
を
は
じ
め
、

京
阪
奈
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
中
小
企
業
か
ら
相
談
を
受

け
る
こ
と
も
多
い
と
い
う
。

「
大
学
は
敷
居
が
高
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
な
ら
気
軽
に
訪
れ
て
も
ら
え
る
で
し
ょ

う
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
片
山
教
授
。
将
来
は
、
大
学

（
シ
ー
ズ
）
と
企
業
（
ニ
ー
ズ
）
の
窓
口
と
な
る
よ
う

な
会
社
、
大
学
ら
し
さ
を
売
り
物
に
し
た
企
業
活
動
を

目
指
し
た
い
と
い
う
。

「
基
礎
研
究
も
大
切
で
す
が
、
�
工
学
�
と
い
う
の

は
モ
ノ
づ
く
り
を
考
え
る
学
問
だ
と
思
う
ん
で
す
」
と

言
う
よ
う
に
、
片
山
教
授
が
取
り
組
ん
で
い
る
研
究
は

実
用
化
を
視
野
に
入
れ
た
も
の
が
多
い
。
一
九
八
〇
年

代
半
ば
か
ら
、
体
重
の
五
倍
以
上
の
衝
撃
を
吸
収
す
る

と
い
わ
れ
る
膝
関
節
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
注
目
。
膝
関
節

を
構
成
し
て
い
る
海
綿
骨
や
皮
質
骨
に
含
ま
れ
る
「
骨

髄
（
流
体
）」
が
衝
撃
分
散
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
こ
と
を
突
き
止
め
た
。
こ
う
し
た
流
体
圧
の
仕

組
み
を
応
用
す
る
こ
と
で
、
ハ
ニ
カ
ム
（
ハ
チ
の
巣
）

構
造
の
衝
撃
吸
収
素
材
を
開
発
。
空
手
に
使
わ
れ
る
グ

ロ
ー
ブ
な
ど
具
体
的
な
製
品
化
に
向
け
て
検
討
し
て
い

る
と
い
う
。

そ
の
ほ
か
、
射
出
成
形
の
研
究
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
。「
射
出
成
形
」
と
い
う
の
は
、
ス
ク
リ
ュ
ー
回
転

に
よ
る
圧
力
で
金
型
内
に
樹
脂
を
流
し
込
む
成
形
方
法

だ
が
、
Ｆ
Ｒ
Ｐ
樹
脂
を
注
入
す
る
と
き
に
、
繊
維
が
ス

ク
リ
ュ
ー
で
砕
か
れ
て
し
ま
う
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
が

あ
っ
た
。
強
化
の
た
め
の
繊
維
が
細
か
く
な
れ
ば
な
る

ほ
ど
、
Ｆ
Ｒ
Ｐ
の
強
度
は
ぜ
い
弱
な
も
の
に
な
っ
て
し

ま
う
。
通
常
、
射
出
成
形
で
使
わ
れ
て
い
る
繊
維
の
大

き
さ
は
〇
・
五
mm
が
限
界
だ
が
、「
素
材
や
成
形
方
法

を
見
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
何
と
か
一
〇
mm
程
度
に
ま

で
近
づ
け
た
い
で
す
ね
」
と
片
山
教
授
は
意
欲
を
燃
や

す
。も

う
一
つ
、
片
山
教
授
が
国
土
交
通
省
（
奈
良
出
張

所
）
と
の
産
官
学
連
携
で
行
っ
て
い
る
の
が
、「
凍
結

防
止
剤
の
路
面
残
留
量
測
定
装
置
」
の
研
究
開
発
で
あ

る
。
冬
季
、
自
動
車
や
歩
行
者
の
ス
リ
ッ
プ
事
故
を
防

止
す
る
た
め
、
路
面
に
凍
結
防
止
剤
が
散
布
さ
れ
る
が
、

冷
間
鍛
造
の
例
と
同
じ
よ
う
に
、
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
呼

ば
れ
る
人
た
ち
が
経
験
と
勘
に
頼
っ
て
散
布
量
や
散
布

時
期
を
決
め
て
い
る
と
い
う
。「
手
作
業
で
散
布
す
る

の
は
大
変
だ
し
、
自
動
車
に
は
ね
ら
れ
る
危
険
性
だ
っ

て
あ
る
。
そ
れ
に
過
剰
な
散
布
は
環
境
に
も
問
題
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
研
究
を
始
め
た
の
で
す
が
…
」。
片

山
教
授
は
、
非
接
触
・
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
路
面
状
態
を

測
定
す
る
こ
と
が
可
能
な
「
Ｘ
線
分
析
法
」
に
着
目
。

路
面
の
温
度
や
湿
度
、
残
留
し
て
い
る
凍
結
防
止
剤
の

濃
度
な
ど
か
ら
、
最
適
な
散
布
量
を
弾
き
出
す
画
期
的

な
測
定
シ
ス
テ
ム
を
考
え
た
。
す
で
にX

線
装
置
の
開

発
に
成
功
し
て
い
る
そ
う
で
、「
実
際
に
測
定
装
置
を

散
布
車
に
搭
載
し
て
、
振
動
実
験
を
行
っ
て
い
く
段
階
」

に
ま
で
こ
ぎ
着
け
た
と
い
う
。

産
官
学
の
連
携
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
以
前
か

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
や
医
療
機
関
、
官
公
庁
な
ど
と

積
極
的
に
共
同
研
究
を
展
開
し
て
き
た
片
山
教
授
。
常

に
社
会
貢
献
を
意
識
し
た
そ
の
姿
勢
は
、
大
学
が
目
指

す
一
つ
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い

る
。
同
志
社
大
学
の
「
知
的
財
産
セ
ン
タ
ー
」
の
発
足

に
伴
い
、
大
学
で
発
明
・
発
見
さ
れ
た
知
的
財
産
の
権

利
化
も
進
ん
で
い
る
。
近
い
将
来
、
片
山
ブ
ラ
ン
ド
、

同
志
社
ブ
ラ
ン
ド
の
製
品
が
市
場
に
登
場
す
る
日
も
近

い
か
も
し
れ
な
い
。

産
学
・
医
工
連
携
で
、
新
し
い
モ
ノ
づ
く
り
に
挑
戦

非
接
触
で
路
面
状
態
を
測
定
す
る

「
Ｘ
線
分
析
装
置
」
を
開
発

教
員
研
究
紹
介
［2］

海綿骨のX線写真

散布風景

冷間鍛造による解析結果
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�
物
質
の
弾
性
や
か
た
さ

を
測
定
す
る
�
と
言
っ
て
も
、

も
の
を
引
張
っ
た
り
叩
い
た

り
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
松
川
助
教
授
が
所

属
す
る
超
音
波
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
・
応
用

計
測
研
究
室
が
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、
レ

ー
ザ
ー
を
用
い
た
「
非
破
壊
測
定
技
術
」
の

開
発
で
あ
る
。

松
川
助
教
授
ら
の
測
定
技
術
の
基
本
は
、
ま

ず
音
の
速
度
を
調
べ
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。

音
が
物
質
を
伝
わ
る
速
度
と
い
う
の
は
、
物

質
の
弾
性
率
（
物
質
に
加
え
た
力
と
ひ
ず
み

量
の
比
）
を
密
度
で
割
っ
て
、
そ
れ
を
平
方

根
し
た
値
で
導
き
出
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
物

質
の
中
を
伝
搬
す
る
音
の
速
度
が
分
か
れ
ば
、

弾
性
率
も
お
の
ず
と
決
定
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

で
は
、
音
速
は
ど
の
よ
う
に
し
て
測
定
す

る
の
だ
ろ
う
か
。
ど
の
よ
う
な
物
質
で
も

�
温
度
�
つ
ま
り
熱
を
持
っ
て
お
り
、
分
子

や
原
子
は
熱
に
よ
っ
て
わ
ず
か
に
ゆ
ら
い
で

い
る
。
こ
れ
は
言
い
換
え
る
と
、
物
質
の
密

度
や
圧
力
が
揺
ら
い
で
い
る
と
考
え
て
よ
い
。

こ
の
と
き
、
熱
に
よ
っ
て
励
起
さ
れ
た
圧
力

ゆ
ら
ぎ
、
つ
ま
り
「
フ
ォ
ノ
ン
」
と
呼
ば
れ

る
�
音
波
�
が
あ
ら
ゆ
る
方
向
に
様
々
な
波

長
で
存
在
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
。
そ
の
う

松川
まつかわ

真美
ま み

同志社大学工学部電子工学科助教授。
専門分野は、計測工学、超音波材料物性など。非破壊測定技
術をはじめ、超音波を用いた各種の基礎・応用技術の研究に
取り組む。歴史小説が好きで、特に司馬遼太郎氏の「国盗り
物語」の大ファン。謡曲や能・狂言などの観劇を楽しむ。

レ
ー
ザ
ー
を
使
っ
て
、

物
質
の
局
所
的
な
�
弾
性
�
を
測
定

ち
の
あ
る
波
長
の
音
波
を
レ
ー
ザ
ー
で
狙
い

打
ち
し
、
そ
の
特
性
を
調
べ
る
こ
と
で
音
の

速
度
が
分
か
る
と
い
う
わ
け
だ
。

「
表
面
が
な
め
ら
か
で
光
を
透
過
す
る
も
の
、

反
射
す
る
も
の
な
ら
、
だ
い
た
い
測
定
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
よ
」
と
松
川
助
教
授
。
レ

ー
ザ
ー
を
使
っ
た
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
、
二
〇

ミ
ク
ロ
ン
程
度
の
厚
さ
の
フ
ィ
ル
ム
や
数
十

ナ
ノ
メ
ー
ト
ル
の
厚
さ
の
金
属
薄
膜
の
弾
性

率
ま
で
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
家

庭
で
使
わ
れ
て
い
る
食
品
包
装
用
ラ
ッ
プ
が

約
二
〇
〜
四
〇
ミ
ク
ロ
ン
だ
か
ら
、
そ
れ
が

い
か
に
高
精
度
な
も
の
か
が
分
か
る
だ
ろ
う
。

現
在
開
発
中
の
高
分
解
能
顕
微
シ
ス
テ
ム
で

は
数
ミ
ク
ロ
ン
レ
ベ
ル
の
微
小
な
領
域
の
ス

ポ
ッ
ト
測
定
が
可
能
に
な
り
、
薄
膜
や
Ｉ
Ｃ

基
板
な
ど
薄
い
、
小
さ
な
材
料
の
検
査
技
術

と
し
て
も
企
業
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
測
定
が
難
し
い
と
さ
れ
て
き
た

薄
膜
の
正
確
な
弾
性
率
や
材
料
中
の
弾
性
率

分
布
が
分
か
れ
ば
、
新
た
な
技
術
開
発
・
産

業
創
出
に
結
び
つ
く
か
も
し
れ
な
い
。
ま
さ

に
、
未
来
を
拓
く
可
能
性
の
あ
る
取
り
組
み

だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

お
も
し
ろ
発
見
、
新
技
術
み
〜
つ
け
た
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日　　時：2003年10月20日
会　　場：リーガロイヤルホテル（大阪）

2003年10月20日、リーガロイヤルホテル（大阪）において、「第2回同志社
大学リエゾンオフィスシンポジウム」が開催されました。今回のシンポジウムでは、
リエゾンオフィスによる産官学連携活動のほかにも、大阪サテライトキャンパスを
新たな教育拠点として展開していく「ビジネススクール」、また独創的な研究で注
目を集める「竹の高度利用研究センター」などについて紹介。企業や大学、行政機
関の関係者など約150名の参加があり、同志社大学の社会貢献・教育研究活動に
対する関心の高さを伺うことができました。
まず最初に、和田元リエゾンオフィス・知的財産センター所長が、同志社大学リ

エゾンオフィスの活動について概要説明。引き続いて、ヒュー・ウィッタカー同志
社大学マネージメントスクール教授が壇上に立ち、「MOT：泡の下の本質」をテー
マに、MOT（技術経営）プログラムの特長や魅力について詳しい紹介が行われま
した。
また、竹の高度利用研究センター長の藤井透教授は「竹の高度利用に関する研究

と産学連携への期待」と題して講演。「これまであまり研究が行われてこなかった
領域だけに、将来の工業利用に向けて大きな可能性が含まれている」と、産学連携
による新産業創出に期待を表しました。
講演に引き続いて行われた第2部のパネルディスカッションでは、和田所長の司

会のもと、近畿経済産業局産業企画部長の陣山繁紀氏、関西文化学術研究都市地域
知的クラスター推進本部長の水野博之氏、オムロン株式会社取締役副社長の市原達
朗氏が、それぞれ「産官学連携の新展開～閉塞感を打破するために～」をテーマに
意見交換を行いました。陣山氏は、「ベンチャー企業だけでなく、第二創業を目指
す中小企業にとっても大学の利用価値は大きい」とリエゾンオフィスの役割を強調。
水野氏は、「同志社大学の商学部や神学部などユニークな学部との連携で新しい展
開が生まれるかもしれない」と話しました。また市原氏は、「産学官連携とともに、
即戦力のある人材育成が大切だ」と指摘。予定時間を大幅に超える熱心なディスカ
ッションが繰り広げられました。
シンポジウム終了後は交流懇親会が行われ、講師と参加者の親睦が深められたほ

か、ディスカッションなどで質問できなかった詳細について、熱心な意見交換が行
われました。

第2回同志社大学リエゾンオフィスシンポジウム

モノづくり開発研究会

日時：2003年10月29日
会場：東大阪市立産業技術支援センター

同志社大学
工学部物質化学工学科
白川　善幸　助教授

東大阪市立
産業技術支援センター所長
西村　章　氏

2003年10月29日、東大阪市立産業技術支援センターにおいて、「モノづくり開発研究
会」が開催されました。
開会に先立ち、西村章産業技術支援センター所長に研究会の意義と効果についてインタビ

ューを実施しました。西村氏は、「現場でのモノづくりと大学をはじめとする研究開発機関、
また産業技術総合研究所（和泉市）などとのネットワークの中で、中小企業の効果的な技術
力アップ、新製品開発、あるいは人材育成の手助けをしていきたいですね。具体的には、機
器利用の講習会、セミナーなどを行っています。すでに、同志社大学と中小企業との産学連
携による新製品開発も進められているようです」と、中小企業にとって研究会が大きな役割
を果たしていることを強調されました。
今回の研究会では、白川善幸工学部物質化学工学科助教授が、「固体表面のキャラクタリ

ゼーション」をテーマに講演を実施。ナノ粒子の測定方法として注目が集まっているX線光
電子分光（超高真空中でX線を照射し、放出される電子光電子のエネルギーを測定する分析
法）や、オージェ電子分光法（原子核に電子を照射し、放出される余剰電子のエネルギーを
測定する分析法）について、その方法や注意点、メリットなど様々な角度から紹介されまし
た。
研究会参加者は、最先端の研究成果を自社の新製品・新技術創出に結びつけようと、講演

会終了後も熱心な質疑応答が行われ、その関心の高さを伺うことができました。
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其の三

■ 1月27日（火）・28日（水） 第2回 元気企業ビジネスフェアＮＡＮＴＯ
時　間 10：00～17：00（最終日は16：00まで） 場　所 マイドームおおさか　2F展示室

■ 2月17日（火）・18日（水）
京都ビジネス交流フェア2004「変わろうとする者たちへ。京都から。」

時　間 10：00～17：00（最終日は16：30まで） 場　所 国立京都国際会館

■ 3月17日（水）・18日（木）
第3回 ケータイ国際フォーラム　アジアとケータイ～本格化するユビキタス社会～

時　間 10：00～17：00 場　所 京都府総合見本市会館（パルスプラザ）

詳細は、リエゾンオフィスホームページ イベントインフォメーションをご覧ください
http://liaison.doshisha.ac.jp/

企業の皆様にお尋ねします。私は同志社大学リエゾンオフィス

の産学連携コーディネータですが、私も含め他大学等のコーディネ

ータが御社を訪問、あるいは相談に応じたことがあるでしょうか。

大学等の技術相談・技術移転に係わる者は、国の機関に属する

者だけで約450名おります。地方自治体関係でその3倍ほど、そ

の他関係者も入れるとかなりの人数に上ります。呼び名はコーデ

ィネータ、アドバイザー、エージェント、スペシャリストなど多

様で、その職務もそれぞれ異なるところがありますが、産業界へ

の支援ということでは同じです。大学等の「知」を産業界で活用

できるように、企業との連携を進めるのがその役目です。各人が

少なくとも100社以上の企業を訪問あるいは技術相談を受けてい

るとして、すでにどれだけ多くの企業に接触していることになる

かを考えてください。あなたのところはまだでしょうか。もしま

だでしたら、すぐにでもご連絡ください。私どもを利用しない手

はないと思います。

国は産学官連携支援強化のためさまざまな取り組みを行ってい

ます。われわれのようなコーディネータの派遣はもちろん、技術

開発補助金やマッチングファンドによる支援、特許化推進など、

新技術、新産業の創出による経済の活性化のためにさまざまな事

業を行っております。中小企業の皆様にこれらの制度を知ってい

ただき、有効に利用することを考えて欲しいのです。

大企業ではこれまで自前でやってきた研究開発を、大学等との

連携で進めるようになってきています。中小企業も大学等をもっ

と利用すべきです。今はまだコーディネータや大学等を実際どう

利用したらよいか分からないという戸惑いを感じておられるとこ

ろが多いように思います。このような制度を積極的に利用するよ

う考えてください。大学のシーズを使った新しい展開を考えてみ

ませんか。今お持ちのアイディアを、大学の技術、設備を用いて、

できれば公的資金を使って具現化することも考えてみませんか。

産学連携でお互いが活性化し元気になるよう、一緒に考えながら

やっていきましょう。

産学連携コーディネータ　永田和彦

展示会への出展

同志社大学リエゾンオフィス
Webサイトご紹介
http://liaison.doshisha.ac.jp/

同志社大学リエゾンオフィス
では、昨年1月より産官学連携活
動やベンチャーに関する情報を
メールマガジンにて月2～3回程
度配信しております。ご興味の
ある方はリエゾンオフィスホー
ムページよりご登録ください。
お待ちしております。

地
域
Ｃ
Ｏ
Ｅ
に
採
択

科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）

の
「
二
〇
〇
三
年
度

地
域
結
集

型
共
同
研
究
事
業
（
地
域
Ｃ
Ｏ

Ｅ
）」
に
、
四
地
方
自
治
体
の
研

究
テ
ー
マ
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

京
都
府
は
そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
に

選
ば
れ
、
工
学
部
化
学
系
の
教
員

（
研
究
統
括：

工
学
部
物
質
化
学

工
学
科
　
日
高
重
助

教
授
）
が

中
心
と
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
機

能
性
微
粒
子
材
料
創
製
の
た
め
の

基
盤
技
術
開
発
」
を
、
地
域
の
研

究
機
関
と
企
業
と
の
連
携
で
進
め

て
い
き
ま
す
。

同
志
社
大
学
の

Ｐ
Ｃ
ク
ラ
ス
タ
、
日
本
一
に

昨
年
11
月
15
日
〜
21
日
に
米
国

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
で
開
催
さ
れ
た

"S
u
p
e
rC
o
m
p
u
tin
g
2
0
0
3
"

に
お
い
て
、
知
的
情
報
セ
ン
タ
ー

に
設
置
さ
れ
た
Ｐ
Ｃ
ク
ラ
ス
タ

"S
u
p
e
rn
o
va
"

が
世
界
の
ス
ー
パ

ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
中
に
お
い
て

堂
々
の
93
位
、
日
本
の
Ｐ
Ｃ
ク
ラ

ス
タ
の
中
で
は
第
１
位
の
演
算
速

度
と
認
定
さ
れ
、
工
学
部
知
的
シ

ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
研
究
室
（
知
識

工
学
科

三
木
光
範
教
授
）
が
研

究
展
示
を
行
い
ま
し
た
。
詳
細
は

次
号
で
特
集
予
定
で
す
。
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

Web TV
-映像ストリーミングチャンネル-
本学からのご案内や研究成果の発表など、
多彩な映像コンテンツを配信

ストリーミング
映像の１コマ

（登録画面）

メールマガジン発行

本誌バックナンバー公開
ＰＤＦファイルで閲覧可

イベント情報随時更新
主な講演会またはシンポジウム
等の紹介

TT
ooppiiccss


